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出前の6歳 頃に行 うことと,犬 歯萌出時の9歳 頃
行うことがある。低年齢で顎裂部骨移植 を行 うこ
とで,中 切歯の捻転が改善 されて萌出して くる可













置 による治療の開始 となる。矯正治療終了後 も咬
合管理を継続 して行っていく必要性がある。
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われない と考 える。そこで,本学では,矯正歯科 ・





方針を決定 している。 また,太 田綜合病院太田熱
海病院 とも月に1度 のカンファレンスを開催 して
いる。参加者 に歯科医師,形 成外科医,言 語聴覚
士 を交えて行っている。言語聴覚士か らの意見も
参考に しながら,装置 を決定することができるメ
リッ トがあります。言語の発達を考慮 した装置作
成 もできており,患者 さんのことを考えての治療
計画の立案が可能となります。その他,そ れぞれ
のカンファレンスで新患の確認,手 術予定の確認,
顎顔面手術計画の検討 ・術後評価,顎 裂部骨移植
術の検討 ・後評価,懸 案症例について問題点の共
有化と検討を行っている。
